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１ 
Dec. 2012 
第 176 号 

今月の聖句 
見よ、わたしは戸口に立って、たたいている。だれかわたし

の声を聞いて戸を開ける者があれば、わたしは中に入って

その者と共に食事をし、彼もまた、わたしと共に食事をする

であろう。              ヨハネ黙示録 ３：２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会   長  都筑省三 

直前会長  桑野友子 

副 会 長  堤   清 島田 恒  

書   記  堀江哲次 柏原佳子  

会   計  羽太英樹 堤 清 

監   事  上野恭男 田舍庸男 

連絡主事  藤田良祐 

六甲部 Y サ・ユース事業主査 桑野友子 

 

あけましておめでとうございます 

                         会長 都筑 省三 

会長をお引き受けして半年、その間メンバーの皆さんの暖か

い友情に支えられて無事折り返し点を過ぎようとしています。 

本当にお世話になりました。有難うございました。 

 昨年は３月１１日に国難ともいわれる東日本大震災、原発

事故がありました。また日本の財政、経済、外交なども深刻さ

を増しています。 海外でも自然災害、民主化革命、財政破

綻、信用不安等々多事多難の一年でありました。今も続く混

迷の時代にあって世界は閉塞感に包まれ、争いが多発、他者

のことを考えることが少ない社会となりました。 

  

昨年の世相を表わす漢字は「絆」であります。人と人が手をつ

なぐ、国と国が手をつなぐことは理想であっても現実の世界はそ

うではありません。 しかしそうした社会にあってごく少数であって

も理想を持って生きる人々がいます。  

そのなかに YMCA がありワイズメンズクラブがあると思います。 

会長主題は「あなたがたは地の塩である」としました。ワイズメン

は理想主義者を意味すると書かれています。   

讃美歌に「心を高く上げよう」という歌があります。新年が

「理想」を持って、「心を高く上げて」生きる一年でありたいと願

っています。          今年もどうぞよろしくお願い致します。 

 

             １２月例会出席表          

ＢＦ切手    （累計） 

    ０gm  （28ｇｍ） 

 

第１例会出席者 

メンバー   １６名

ビジター   ３６名

ゲスト    １１名  

メネット   １１名

合 計   ７４名

例会出席率 

出席者   １６名 

メイキャップ  ０名 

合  計   １６名 

在籍者    １７名 

（内広義会員１名） 

出席率１００％ 

ニコニコ     (累計) 

1,000 円（97,331 円） 

 

主   題 

国際協会会長   「とにかくやろうー成せば成る」 
Finn A Pederseon    ”To dare is to do” 

アジア地域会長   「とにかくやろうー成せば成る」 
Wichian Boonmapajorn   ”To dare is to do” 

西日本区理事   「ﾜｲｽﾞの原点―愛と奉仕で社会に貢献」
浅岡 徹夫 ”Contribute to the Community  
            through Active Service with Love” 

六甲部部長      「伝統を守りつつ、若返りを図ろう」 
森 紘一  

芦屋クラブ会長     「あなたがたは地の塩である」 
都筑 省三    “You are like salt for all mankind” 

１月第１例会プログラム 
 

と き：  2012 年 1 月 18 日(水) 19：00～21：00 
と こ ろ：  ホテル竹園芦屋 ３階 
司 会：  田舎庸男メン    
受  付：  羽太英樹メン・福原吉孝メン 
 

１．開会点鐘                 都筑省三会長 

２．クラブソング斉唱            一同 

３．聖書朗読                 羽太英樹メン 

４．ゲスト・ビジター紹介         田舎庸男メン 

５．食前感謝                   飯田義雄メン   

６．食事・歓談                  一同 

７．ゲストスピーチ「樹木の再生」  山本 健氏 (樹医) 

８．ゲスト・ビジター挨拶 

９．議事・報告  

 第２例会議事録の承認      都筑省三会長    

 研修会報告             都筑省三会長 

 各事業委員報告          各事業委員 

10．ＹＭＣＡニュース          藤田良祐連絡主事． 

11．誕生祝い               都筑省三会長 

12．ニコニコ献金報告        福原吉孝ファンド委員 

13．閉会点鐘              都筑省三会長 

ＡＤＤＲＥＳＳ：  WATANABE, Toichirou, 2-5-26  NIGAWA-TAKAMARU,  TAKARAZUKA  
665-0063, JAPAN      

ｈｔｔｐ；／／ｗｗｗ．ｋｏｂｅｙｍｃａ．ｏｒ．ｊｐ／ｙｓ／ａｓｈｉｙａ／ ＴＥＬ・ＦＡＸ：

 

“To acknow ledge  t he  du ty  t ha t  accompan i es  eve ry  r i gh t ”  
Ａｆｆ ｉ ｌ ｉ ａ ｔｅｄ ｗ ｉｔｈ  ｔｈｅ Iｎ ｔｅｒｎａｔ ｉｏｎａ ｌ  Assoc i a t i on  ｏｆ  Y ’s  Ｍｅｎ ’ｓC ｌｕｂｓ  

 
Address ： Shozo Tsuzuki  4-18, Kurekawa-cho, Ashiya, Hyogo  
Mail ： syouzou-tsuzuki@kcc.zaq.ne.jp  Phone ：  0797-31-1447  659-0051, JAPAN 
URL ： http://www.kobeymca.org/ys/ashiya/  

ＴＨＥ Ｙ’Ｓ ＭＥＮ’Ｓ ＣＬＵＢ ＯＦ ＡＳＨＩＹＡ 

Ｃｈａｒｔｅｒｅｄ Ａｐｒｉｌ 11．1998
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クリスマス会報告 ＝ジャズとマジックの夕べ＝ 

 福原吉孝 

今年は未曽有の東日本大震災があり被災地の復興への願

い等を思うと感慨深いクリスマス会である。冒頭に芦屋クラブ

都筑会長より歓迎の挨拶と開会点鐘にて開始となり、全員で

ワイズソングを斉唱し礼拝の部では羽太メンの聖書朗読、加

輪上メン祈祷、続いて築山牧師より「この闇の世に」のテーマ

でユーモアと示唆に富んだ奨励があった。 

さらに女性一同に

よりキャンドルを持

って「あれ野のは

てに」のさわやかな

歌声が会場に響

きわたり、ほのぼの

としたキャンドルラ

イトに照らされた美しい歌声が映え一層厳粛な気分となった。 

続いて築山牧師より祝祷を頂戴した。ミュッジクアワーでは「矢

頭亜沙美トリオ」の演奏を楽しんだ。女性トリオが奏でるテネシ

ワルツ等は大変なじみ深く懐かしいジャズボーカルで素晴らしい

歌声を堪能できた。次いで歓談、食事の時間となり水野総主

事の食前感謝、森六甲部部長より乾杯の音頭により賑やか

に食事となった。ＢＧＭのジャズが流れる中あちらこちらで楽しそ

うな笑い声に包まれ会話が弾みホームパティーのようでもあった。

毎年芦屋クラブで開催するが六甲部から多数の出席があり、

まるで六甲部の忘年会の様相である。良い雰囲気で進行し

マジックショウでは、井上メンのお知り合いである中路様の凄い

マジックに一同、驚嘆と称賛の拍手で讃えた。中路様はアマチ

ュアマジシャンであり、ボランティアで施設訪問等にて腕前を披

露されているとの事であるが、とても素人とは思えないマジックで

軽妙洒脱な話も加わり、ゆったりとくつろぎながら楽しく鑑賞で

きた。中路様、素晴らしいマジックを有難うございました。続い

てゲスト・クラブ紹介を行い、今回、お招きした山中芦屋市長

の挨拶を頂戴した。さらに今年度はオークションを開催したが

芦屋クラブメンバ－から持ち寄った品物を飯田メンの進行で開

始し会場から多くの声がかかり、サンタの衣装をまとった藤田連

絡主事が品物を配布し瞬く間に浄財が集まり大いに感謝であ

る。芦屋クラブのオークションに集まる品物は好評で堤メンより

提供のあったネックレス３点等大変素晴らしい品物が多数あっ

た。しかも市価より相当安くオークションで入手した参加者は

大変喜んで頂けたと思う。ダンスタイムでは、女性トリオによる

演奏で、楽しくダンスを楽しみ、会場がなお一層華やいだ雰囲

気になった。集まった浄財は６万円強で芦屋クラブ都筑会長

よりＹＭＣＡ水野総主事に献金となった。楽しい時間は過ぎる

のも早くあっという間にフィナーレとなりＹＭＣＡの歌、続いて全

員が輪になって手を繋ぎ「きよしこの夜」を歌い島田副会長よ

り閉会挨拶、都筑会長より閉会点鐘にて無事に終了となった。

毎年楽しみに参加してくれるお客様が多く、お見送りの中、

「毎年楽しみです。また来年、美味しい料理と面白い出し物

を楽しみに来ます。有難う」との挨拶は主催クラブとして大変嬉

しく感じた。今回、クリスマス委員として企画の段階から加わり、

資料作り、役割分担等、準備に奔走した井上メンの活躍に

大いに感謝したい。本当にご苦労様でした。さらにキャンドルを

つけた手作りテーブル花を提供して頂いた渡辺ウィメン有難う

ございました。華やかなお花が各テーブルを美しく飾りクリスマス

の雰囲気を盛り上げていた。テーブル花は女性限定にて販売

したが、すぐに売れ芦屋クラブファンドに貢献したことも報告して

おきたい。芦屋クラブの皆様ご苦労様でした。 

神戸ポートワイズメンズクラブ「１２月クリスマス例会」 
井上雅司 

神戸ポートクラブ「クリスマス例会」は、１２月８日（木）に開催。

１部は特別養護老人ホーム「オリンピア」に於いて「クリスマス

祝会」、２部は「「グリーンヒルホテル神戸」で「ＤＢＣナイト」が

行われました。芦屋クラブから桑野ウイメンと井上が１部から

参加、又、ＤＢＣの「東京むかでクラブ」から会長、直前会長

並びに２部開催ホテルの設計者「長谷川氏」の３名が参加。

１部の「クリスマス祝会」では、オリンピアに入居している多くの

お年寄りを囲んで、聖歌の合唱、混声合唱団「くさぶえ」によ

る歌のプレゼントやサンタからのプレゼントが贈呈。２部は、ゲ

スト紹介、会食・懇談となり会員からこの１年を振り返っての

思いが発表され、最期に今月の歌「イマジン」の合唱で閉会

となりました。「オリンピア」のクリスマス祝会は神戸ポートクラブ

の毎年行っている地域奉仕活動です。 

神戸西クラブ クリスマス例会参加 
桑野 友子 

神戸西クラブの１２月例会はゲストに田中豁牧師、ビジターは

２名（都筑会長と桑野）と普段と変わらぬ人数ですが、このクラ

ブらしい温かみのあるクリスマス例会でした。第１部のクリスマス

礼拝では田中牧師が毎年招かれて説教をされるそうですが、

一昨年訪問した時も今年も分かりやすいお話しで印象に残る

ものでした。お食事が同じテーブルだったのでお名前の読み方

をお聞きしたところ、「豁」は「ひろし」と読み、熟語の開豁は

「広々と開けた見晴らしの良い」「度量が広くさっぱりとした」との

こと、ポートピアホテルのロビーに平山郁夫画伯の「開豁」と題

する絵が飾ってあるそうです。お名前通り素敵な方でした。 

第２部での特色は野口メンが毎年素敵なプレゼントを用意さ

れ、クイズやビンゴで楽しみます。今年のビンゴは私が１等をとり、

ロゼワインを頂きました。訪問のメインの目的は我がクラブのクリ

スマス祝会へのお誘いです。太田会長はご自分のクラブのごと

く「あたかも六甲部のクリスマスの様に多くのゲスト、ビジターが

参加する素晴らしいクリスマス祝会」と宣伝してくださり、今年も

太田メン、加茂メン、メネットが参加されました。 
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神戸クラブ・クリスマス例会に参加して 

               都筑省三 

 神戸ワイズメンズクラブ＆メネットクラブのクリスマス例会に初

めて参加しました。 １２月１３日（火） 神戸レガッタ＆アスレ

チック（KRAC、三ノ宮駅より５分）のクラブハウスのレストランで

午後６時半から開催されました。３０人ほどの参加でした。 

KRCA は明治の初めに居留地の外国人が始めた会員制のス

ポーツクラブで、本館は伝統ある旧い建物です。グランドもあり

ます。 プログラムはクリスマス礼拝、会食、ギター演奏（田中

仁さん）、歌そしてプレゼント交換と続きました。 礼拝は芦屋

の聖マルコ教会の司祭を長年された山根貞夫先生が和歌山

から出て来られてのお話でした。先生は神戸クラブのメンバーで

もあります。食事は北米の伝統的なクリスマス料理であるロー

スト・ターキーの本格的なディナーで大変おいしいものでした。

歴史あるクラブハウスで伝統ある神戸クラブのクリスマスを楽し

ませて頂きました。 

大阪クラブクリスマス会に参加しました 
上野恭男 

芦屋クラブのクリスマス祝会のアピールに、親クラブの大阪クラブ

クリスマス会 12 月 13 日に柏原書記と参加しました。 

以前は 10 名くらいの参加がありましたが、このところありません

ので、思い切ってクリスマス礼会で以前のように交流を温めたい

と思いました。牟会長、清水副会長など顔なじみのお仲間と

も歓談、写真のようにすぐ歓迎の輪ができました。 

大阪天神橋のダイヤモンドホテルでの大阪茨木クラブとの合同

クリスマス会でしたので、両クラブ同時にアピールできました。ア

ピールが遅かったせいか思ったよりは残念な結果でしたが、5 名

が芦屋に参加してくださることになりました。うれしい、うれしいク

ラブ訪問でした。 

宝塚クラブ クリスマス例会参加 
島田 恒 

12 月 14 日夕刻からクリスマス例会は、25 名規模の参加によ

り宝塚ホテルで開催された。礼拝は雰囲気のいいチャペルで行

われ、元宝塚クラブのメンとして熱心に奉仕された辻建牧師が

メッセージを担当された。辻牧師は現在山口県大島に赴任さ

れているが、島での状況を下敷きにしつつクリスマスの深い意

義を語られた。 

続いての催しは、

芦屋にも馴染

みの高井和代

さんのシター演

奏が身近で披

露 さ れ 、 彼 女

のボーカルも楽

しむことができた。演奏終了後はみんなでシターを囲んで弦を

弾いてみる経験をさせてもらった。 

晩餐でのお馴染みパフォーマンス、石田由美子メンのフラとと

もに例会の楽しさを演出していた。晩餐は宝塚ホテルの料理

を楽しみ、アルコールも入って例会を盛り上げていた。芦屋ク

ラブへのクリスマス例会参加者も例年多く、他クラブと思えな

いほど仲良く交流を楽しんだ。当クラブからの参加者は、上

野・堀江・柏原・島田の４名で、当クラブクリスマス例会への

PR も忘れなかったことはもちろんである。 

チャリティワインを楽しむ会 

柏原佳子 

今年最後にふさわしく「ひと足早いクリスマス料理とワインの話」

と題してサイコー亭で開催されました。ワインリストとお料理を紹

介します。クレマン・ロワール ロゼ、リースリング、シノンソレイユ・

クーレーヌ、ワインにあったお料理と特に苺のサンタが可愛いい

クリスマスノエル・フルーツ添えのデザートに、すっかりクリスマス気

分です。今回は６０余名の参加者が集い、偶然にも、加茂ご

夫妻のご友人の樹医師、山本健氏をご紹介頂きました。 

同テーブルの女性お二人とも山本氏を中心に樹木の話題が

弾み、来年４月には是非「薄墨桜」をご一緒に行きましょうと

盛り上がりました。クリスマス例会にご参加いただき、又、１月

第１例会のゲストスピーカーとして芦屋クラブにお越しいただけ

るとは夢にも思っていませんでしたが今、現実になり、改めてＹ

ＭＣＡとの絆、ワイズの人の輪の絆の不思議さを感じています。

水野総主事から２４回を迎えた「チャリティワインを楽しむ会」

はチャリティゴルフと合わせて累計 1000 万円規模の基金とな

り BAPY（（Be A Part of Youth=子どもの側に立つ）＝子供

奨学金＝補助金となっているとの報告がありました。楽しみな

がらのボランティアもまた素晴らしいと思いました。 

西宮ワイズクリスマス会 

飯田 義雄 

 

今年の西宮クラブのク

リスマス例会は上野

兄、柏原姉、私と三

人で参加いたしました。

昨年と同じ須磨ﾋﾞュ

ーレストランで開催さ

れました。 

奨励は YMCA,OB の柳谷さんでした。甲南教会で当時の小

池牧師の指導の下余島ｷｬﾝﾌﾟに参加し後にリーダーとして又

現在はワイズメンとして活躍している人の話を聞き歴史を感じ
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ました。レインボーツリーの歌と食事を楽しんでいる間夕日が瀬

戸内海に沈み明石大橋のイルミネイションがクリスマスを祝って

いました。 

宝塚クラブ 「キャロルを歌う夕べ」に参加して 

堀江 哲次 
宝塚ワイズメンズクラブが中心となって開催される市民クリスマ

ス「キャロルを歌う夕べ」が１２月１６日（金）午後７時より宝塚

ベガホールで行われた。第１部は“朗読と音楽でつづるクリスマ

ス”である。宝塚カトリック教会のカマチョ神父による主イエス生

誕のクリスマス物語の朗読である。昨年の芦屋クラブ羽太メネ

ットの腹話術での朗読を思い出す。朗読の間に合唱とハンド

ベル演奏が入る。ハンドベルのアヴェ・マリアでの音色がとてもす

ばらしく印象に残った。第２部は“みんなでクリスマスを歌おう”で

リラックスして皆でフラダンスやクリスマス・メロデイを楽しむもので

ある。宝塚クラブ石田由美子ウイメンの名司会で楽しい時間と

なり、フィナーレは聴衆と合唱団が舞台上でハレルヤを歌い、

今年第７回目になるこの催しが終了した。今後とも地域に根

付いたこの楽しいイベントが発展することを祈りたい。 
 
 

１月第１例会スピーカー紹介 

日本樹医学会会員 

樹医 庭園管理師 

山本 健氏 

 

老木の再生、樹形を整えるこ

とに取り組み、樹木の医者

「樹医」として活躍されておら

れます。 

 

 

 

１２月第２例会・議事録 
 

日 時：１２月２１日（水） ２０：００～２１：００ 

場 所：ホテル竹園 ラルー別室 

出席者：井上、上野、柏原、桑野、島田、都筑、羽太、藤

田、福原、堀江、(１０名) 

 

＜報告・協議・確認事項＞ 

１）神戸ＹＭＣＡ１２５周年記念音楽イベント 

うはらホール：１月７日（土） １４：００～ 

参加者（予定）：飯田、上野、加輪上、柏原、桑野、島田、

都筑、羽太、堀江 

２）会計報告 

羽太メンより１０・１１月度の会計報告があり、承認。 

 

３）次期クラブ役員、事業委員 

  ２月第１例会で正式決定。 

４）ＢＦファンド基金 

例年のとおり第１例会で徴収。（なお１ドル＝90 円換算）  

５）ＹＭＣＡ留学生交流会 

ﾌﾞﾙｰﾐﾝ・メドー にて２月１日または２月８日を予定。 

６）クリスマス｣アピール／他クラブ参加費用 

参加費総額の２割をクラブより支援。 

７）その他 

もりおかクラブからの贈り物を感謝していただく。 クラブファンド

「インカのめざめ」は、発送費を安価としたケースを適用。 

 

 

 
藤田良祐YMCA連絡主事 

 
◇チャリティワインを楽しもうの会、開催 

去る 12 月 9 日（金）に、会員活動委員会が主催するチャリ
ティワインを楽しもうの会が開催され、49 名の方が参加され
ました。クリスマス料理とワインを楽しむということが今回のテ
ーマで、ワインと食事を楽しみ、そしてその収益が「子ども奨
学金」に捧げられるという企画をしてくださいました。 

◇街頭募金、多くのボランティアが集結 
去る 12 月 11 日（日）の午後、神戸元町の大丸前において、
国際協力募金の街頭募金活動が行なわれました。国際
委員会の呼びかけで、ワイズメンズクラブやボランティアリーダ
ー、職員ら約 45 名が集り、ルミナリエで混雑する大丸前で、
募金を呼びかけ、約 90000 円の募金を得ることができました。
心から感謝します。 

◇2012 年度年間聖句、決定 
去る 12 月 19 日（月）祈祷会が行われ、年間聖句について
検討した結果、2011 年度の年間聖句を引き継ぎ、また東
日本大震災からの復興を願い、また世の中に希望を失いつ
つある若者を激励する意味で、以下の箇所が選ばれました。
「確かに未来はある。あなたの希望が断たれることはない。」    

（箴言 23 章 18 節） 
◇ 今後の予定 

☆ユースプラザ KOBE・EAST フリーマーケット 

日 時：１月２１日（土）午前１１：００～１６：００ 

場 所：ユースプラザ KOBE・ 

☆琴による新春コンサート 

    日 時：１月２８日（土）午後３：００～３：３０ 

    場 所：ユースプラザ KOBE・EAST 

EAST 
 

 
 

編集後記： 

明けましておめでとうございます。昨年は東日本大震災から

“絆”について改めて見直す１年でした。世界は１つになりつつ

あり、平和も繁栄も災難も分散は出来なくなり、“絆”はます

ます重要となってきています。            堀江哲次

ＹＭＣＡニュース 


